
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有М様の認知症状が進み出来る事が少なくなった。 1

２．地域との支えあいＨ様は尿意や便意なく失禁が多く見られ、精神的に不穏になる。1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471902583

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　彩雅舎

訪問調査日 2015年10月20日

事業所名 グル－プホ－ム観音崎

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2015年11月30日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年10月20日

事　業　所　名

（ 239-0811

名

名

名

27 名

3 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グル－プホ－ム観音崎

登録定員

通い定員

平成27年12月7日

横須賀市走水1-6-3

宿泊定員

定員　計

平成27年11月30日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成２７年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成17年3月1日指 定 年 月 日

有限会社　彩雅舎

1471902583
平成17年3月1日

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成27年8月20日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このグループホームの運営は有限会社彩雅舎です。建物は６階建てで２～４階がグループ
ホームになっており、1階は海への出入り口、５階は玄関と駐車場及び会議室や事務室に
なっています。組織は施設長・管理者・各階にフロア長を置く家族的なホームです。法人代
表は書道家で、横浜の高校で書道を教え、ボランティアとして老人保健施設でも習字を教え
ていました。老人保健施設の高齢者は、最初は、筆を持つのがやっとだった方が日を追うご
とに書けるようになっていく姿を目の当たりにして、人間の能力に驚きと感動を覚え、他に
も高齢者の為に役立つことが出来るのでは？との思いからこのホームを開設したそうです。
立地は京浜急行「馬堀海岸駅」からバスで１０分の海岸沿いに位置しています。各階のリビ
ングからは東京湾が一望でき、天気が良い日には富士山が望むことができるオーシャン
ビューを活かし、海側のスペースは１８０度ガラス張りになっています。国道を散歩やジョ
ギングをしている一般の高齢者が此処に住むことが出来るのか？　と聞いてくることがあ
り、ここは認知症の人でないと入れないことを伝えることもあります。
②ケアについては、ホームの理念に「個性を尊重します」「生活リズムに合わせて人生を楽
しむ」「自立を高めます」「趣向や思い出をありのままに受け止めます」「プライバシーを
重視します」「人間としての尊厳を大切にします」を掲げ、毎日の朝礼で唱和しています。
利用者をありのままに受け入れ、１人ひとりの個性や生活リズムを大切にしながら、利用者
の気持ちを大切に、傾聴、自己決定、身体機能の維持を常に念頭におきながら真心こもった
支援を実践しています。
③職員の教育については、利用者と接するうえでの接遇を重要視し、特に声かけは、声の大
きさやトーンによっては、利用者に威圧感や不快感を与えてしまうので、日頃から職員間で
も丁寧な言葉がけを意識するよう徹底しています。

当グル－プホ－ムは、東京湾を臨み、リヴィングから世界遺産となった富士山が眺め
られる風光明媚な自然環境の中にあります。入居者の方お一人お一人の個性を尊重し
各個人の生活リズムに合わせて、心と身体の自立を高めるよう、真心のこもったきめ
細やかな支援をしております。お食事は、旬の物を使ったバランスの良い料理を提供
させて頂いております。バスハイク(苺狩り)・夏祭り(今年は皇居参観）・クリスマ
ス会・利用者様の発表会・お誕生会等々、ご家族とご一緒に楽しんで頂くイベントを
企画し、ご家族との楽しい思い出づくりをして頂いております。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム観音崎

 ユニット名 茜

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ホ―ムの理念はフロア入口に掲げられており、職員
に周知徹底出来るようになっている。毎日の朝礼に
て唱和を行い、理念にもとずきサービス提供が出来
るように共有されている。

ホームの理念は各フロアの入口に掲げており、職員
だけでなく来訪者の方にも目に付くように掲示して
います。理念については、毎朝の申し送り時に唱和
を行い理念に基づいたサービス提供が出来るよう努
めています。また、職員に目標を設定しもらい年度
末に振り返りも行っています。新しい職員の入職の
際には、オリエンテーションを行い、理念及び一連
の業務の流れの説明を行っています。

今後の継続

自治会に参加し夏祭りや、小学校の音楽会、運動会
に招待され地元の方達との交流もふえてとても良い
刺激になっています。

自治会に加入し、地域の行事や事業所主催のお茶会
へ参加をして頂いたり、小学校の音楽会や運動会に
招待してもらうなど交流しています。ホームの納涼
祭は地域の方々をお招きして一緒に楽しんでいま
す。最近では、ご家族からの要望で利用者が歌を披
露する音楽会を開催しました。一昨年までは、中高
生の職業体験の受け入れを行っていましたが、高校
の移転及び中学・高校でのインフルエンザの流行が
あり昨年度は受け入れがありませんでした。感染症
の無い年は受け入れをして行く予定です。

今後の継続

民生委員の方や地域の方が運営推進会議やホームの
行事に参加されているなかで共に過ごす時間を通じ
理解が深まっていると思います。

運営推進会議を定期的に実施し相談、意見、要望を
伺っています。その中でサービスに反映させていま
す。

運営推進会議は２ヶ月に１度、家族代表・民生委
員・事業所関係者の参加で開催しています。横須賀
市の職員には年１回参加いただいています。運営推
進会議ではホームの状況や活動報告、民生委員の方
からの対処困難事例の相談など随時行っています。
運営推進会議で頂いたご意見や要望については迅速
な対応に努めています。

今後の継続

市町村担当者に連絡をとり指導を仰いでいる。運営
推進会議、行事等に参加いただいている。

横須賀市の担当職員とは認定調査やホームの情報提
供、書類提出の際に窓口へ伺い相談や指導を頂く等
の協力関係の構築に努めています。また、地域包括
センター主催の研修会にも参加し、ケアサービスの
質向上に活かしています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

М様の認知症状が進み出来る事が少なくなった。

7 Ｈ様は尿意や便意なく失禁が多く見られ、精神的に不穏になる。

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

虐待はありません。今後も虐待が起こるような環境
を作らないようにいたします。

運営推進会議、家族会、行事などの開催時に意見、
要望を伺う機会を設けたり、日常の中でも相談を受
け運営に反映させてます。

ご家族からのご意見は運営推進会議や家族会で伺う
機会を設けたり、来訪時に日常の様子の報告と合わ
せて個別に話を伺い、対応し、計画に反映させてい
ます。また、年１回のバスハイクでは職員間で上
がった候補地の中から、ご家族に選んでいただき、
ご家族にもご参加頂き、利用者と一緒に楽んで頂け
るよう工夫しています。

今後の継続

フロア入居者全員が自分の意思で行動したり移動し
たりできるため身体拘束の必要はありません。今後
も身体機能維持に努めます。

今現在は、入居者全員が自分の意志で行動できるた
め、職員の見守りの中で自由に過ごしていただいて
います。注意を要する方は目を離さないよう見守
り、極力車椅子を使わず職員による手引きで歩行し
て頂くことを心がけ、身体機能維持に努めたケアを
実践しています。ホームは６階建てで、海岸に面し
ており、１・５階の出入り口部分は安全確保の為施
錠していますが、ユニット入口は開放しています。

今後の継続

研修、勉強会に参加し情報を共有し職員間の意識向
上に努めます。

入居時ご家族に納得なさるまで説明を行っていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

入社初日にオリエンテーションを行い、業務の内
容、手順等を説明し業務につきながら個々のケース
の説明、質問を受け付け自己の振り返りをしていま
す。

フロア長会議で実施しています。各フロアーに戻り
意見や提案を取り上げています。

ユニット会議にて、各ユニット長が意見や提案を吸
い上げ、施設長、管理者も参加するフロアー長会議
でユニットごとに出た意見や提案について話し合う
体制を取っています。日常の中でも意見や提案を管
理者が吸い上げて解決に努めていますが、場合に
よっては管理者から施設長に相談し、結果を管理者
から職員へ伝えています。個人的な問題については
定期の面接と併せて、元気がないなどの様子が見え
る人には声をかけて随時の相談も持つようにしてい
ます。

今後の継続

勤務状況、仕事に対する取組等を評価して頂いてい
ます。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人に不安がないよう、ご家族よりの情
報をもとに本人の要望を伺い安心を確保できるよう
にしています。

地域包括支援センター会議、研修会に参加していま
す。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

来訪時に日々の生活状況や健康面をお話する事を心
がけています。ご家族が不安なくホームに預けてい
ただけるようにしています。

ご本人、ご家族と十分に話し合いニーズにもとずき
アセスメントを行いサービスの提供に努めていま
す。

ホームがスタッフ、入居者が共同の生活場所である
ことを認識し役割分担をして時間を共有できるよう
に努力しています。

来訪時に安心して頂けるような環境づくり、毎日の
生活の中で共に支えていく関係作りをしています。

ご友人や入居前の近隣の方も会いにこられます。楽
しくお話が出来る環境を作っています。

友人や家族の来訪も多く、手紙や電話の取りつぎな
ど、なじみの方との関係が途切れないように支援し
ています。来訪時には居室や５階のイベントスペー
スで過ごしていただくなど、寛いで話せる場所の提
供しています。また、なじみの場所へは家族の協力
を得ながら出かけています。居室でラジオを聞いて
いる方や歌番組をみて、当時を懐かしんでる方もい
ます。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

退所されたご家族で今後も関係を保ちたいと希望さ
れたご家族にはイベントや行事の案内をしていま
す。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居者同士気の合う方との関係は大切にしながら他
の方とも交流が出来るように歌、お茶の時間等きっ
かけづくりを提供しています。

生活するなかでご本人からの傾聴を心がけていま
す。仕草や表情での部分で感じながらご本人第一に
考えています。

入居時に家族や本人から得られた過去の生活歴を基
に、日々の様子や利用者との会話から希望や意向の
汲み取りに努めています。利用者との会話では、傾
聴を心がけ、会話の中で聞かれた言葉や様子を申し
送りや個人記録に書きとめ職員間で情報を共有し、
モニタリングやアセスメントの時に皆で検討し、介
護計画や日常活動などのケアに繋げています。

今後の継続

ご本人に話を聞くことはもちろんご家族ともコミュ
二ケ―ションをとり、これまでと変わらぬ暮らしが
出来るよう支援しています。

大まかな時間はありますが基本的には一人ひとりの
生活リズムを大切にしています。心身状況や残存能
力を理解し記録などによって職員全員で把握に努め
ています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

本人家族からの意向を取り入れアセスメント、カン
ファレンスを行いその方のニーズにあった介護計画
をたてています。

介護計画の策定については、モニタリング等に沿
い、本人やご家族の意向を取り入れ、医療機関や看
護師からの情報や日々の生活の様子を加味し、業務
日誌等記録を基にカンファレンスを行い、ケアマ
ネージャーとフロアー長が中心となり、１人ひとり
のニーズに合わせた介護計画を作成しています。

今後の継続

ケース記録は当然の事バイタルチェック表で食事摂
取量、排泄の把握しております。問題があるときに
はカンファレンスを開き対応しています。

毎月のモニタリングにおいてサービスの適正、新し
い生活課題があったときはサービス担当者会議を開
き対応しています。

走水盆踊り保存会の方が毎年来ていただき入居者の
方と一緒に踊って頂いています。今年も踊って頂き
ました。

医療連携として月２回の主治医の往診と週１回の看
護師の訪問があり、緊急時はいつでも往診に来て頂
いてます。電話相談にも応じて頂いており必要があ
れば専門医の紹介等出来ています。

提携している医療機関による各ユニットごとの月２
回の往診の他、看護師の資格を持った職員が週１回
出勤し、適切な医療が受けられる体制は整っていま
す。提携している医療機関の主治医とは２４時間対
応可能な医療連携体制も構築しており、緊急時には
往診や電話による対応も可能となっています。ま
た、必要に応じて専門医への紹介もしていただける
ので万全な医療体制が整っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

看護師の訪問時には状況を伝えてあります。その内
容については看護師より主治医に連絡、報告がされ
適切な支援体制が出来ています。

今年は茜ユニットでは入院された方はおりませんが
入退院時には介護に必要な情報交換をおこなってい
ます。

防災訓練を定期的に実施しています。 年２回、昼夜を想定した訓練を利用者参加で実施し
ており、内１回は消防立会いでの訓練を行い消防か
らユニット毎に避難方法の指導を受けています。備
蓄に関しては食料や備品は２日分程の備えですが、
近くにある防衛大から災害時には物資の支援が受け
られます。ホームの周辺に湧水が出ている所もあり
ます

今後の継続

茜ユニットでは現在終末期の方はおりませんが高齢
の方が数名いられるので病状の変化や将来の話し合
いはしております。施設長、管理者、介護支援専門
員、主治医と全員が出席します。

入所時には重度化や終末期における指針の説明を行
い、同意書にサインを頂いています。重度化や終末
期が近づいてきた場合には改めて、家族や医師、施
設関係者で話し合い、方向性を決めています。終末
期におけるケアについては何度も話し合いを重ね、
家族の意向を尊重した支援を行っています。看取り
を行う際は主治医の指示の基、医療関係者、ホーム
関係者で話し合い、看取り介護計画を作成し、家族
に同意を頂き看取り介護計画に沿って支援を行って
います。

今後の継続

緊急対応マニュアルをいつでも閲覧できる場所にお
き職員の緊急時に対する意識を高められるように)し
ています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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価
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

。

言葉づかいには、十分注意をしています。スタッフ
同士の言葉づかいにも注意を払います。声の大き
さ。トーン等利用者の尊厳とプライバシーの保護も
大切に出来るように心がけています。

利用者に対する言葉遣いは勿論のこと職員間同士の
言葉遣いにも充分に注意を払っています。声の大き
さやトーンによっては、利用者に威圧感や不快感を
与えてしまうので日頃から丁寧な言葉がけを意識す
るよう努めています。尊厳については、利用者一人
ひとりの思いや話を傾聴し自己決定してもらうこと
心がけて対応しています。

今後の継続

生活上危険がない限り自己決定して頂いてます。ご
本人が自己決定できるように言葉をかけ、何をした
いのか傾聴し、思いを出しやすいように心がけてい
ます。

生活の仕方は自由に過ごされるよう個々のペースを
大切にしながら残存機能を生かせる支援を心がけて
います。

日頃からご自分で考え衣類を選んだり、身だしなみ
を整えおしゃれをしていますのでそのまま受け入れ
て、ほめ言葉をかけています。理・美容も受け入れ
ています。

料理の下ごしらえ、盛り付け等を手伝っていただい
ています。食事中も楽しい話題や雰囲気作りを心が
けています。

食事のメニューは服用している薬との飲み合わせを
意識して施設長が考え、毎日買い出しに行っていま
す。季節の食材を必ず取り入れ、旬の食材を味わえ
るように配慮しています。食事中は利用者と職員が
同じテーブルを囲み、利用者同士や職員との関係性
を深められるよう楽しく食事ができる雰囲気作りを
心がけています。料理の下ごしらえやテーブル拭き
などできる事は利用者にやってもらうことでＡＤＬ
の低下防止に努めています。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

量や形態を一人一人の状況に合わせてお出しして美
味しく召し上がれるように工夫しています。水分は
よく摂取しています。定時以外も夜間や量確認し個
別対応しています。

毎食後に口腔ケアを実施しています自立、一部介
助、義歯使用等個々の対応をしています。義歯使用
の方は毎日義歯洗浄のため預かり翌朝お返ししてい
ます。

全員トイレ使用です。ご自分で行かれる方と介助の
必要な方とは異なります。失禁のある方はトイレ誘
導をして軽減しています。排泄表の確認を行い状況
の把握をしています。

バイタルチェック表にて一人ひとりの排泄状況を確
認やパターンを把握しています。介助が必要な方は
定時誘導、表情や仕草を見極めトイレ誘導を行い、
失禁を軽減できるようにししています。自立排泄で
きる方は自分のタイミングでトイレに行けるので、
見守りに止め、必要以上の介助は行わず、必要最低
限の介助で支援しています。

今後の継続

個々の排便リズムは排泄表で確認しています。便秘
には得に気を付けています。食物繊維の多い食事や
水分補給、軽い運動などに努めていますが改善しな
い時は主治医に相談、指示を仰ぎます。

個人の体調や身体状況によって支援しています。本
人の希望で夕食後の入浴も行って入浴を楽しんでい
ただいています。

週３回の入浴を基本としていますが入浴時間につい
ては決めずに、本人の気分や体調、身体状況に合わ
せて支援しています。拒否が強い方には声かけや職
員を替えるなどして誘っています。浴室の扉に温泉
マークを付けたり、ゆずや菖蒲など入浴を楽しんで
もらえるように支援しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

休息はご本人の意思で頂いておりますが夜間の睡眠
に影響なく良眠されています。季節ごとの寝具の調
節、清潔に努め安眠できるように支援しています。

服薬の介助は誤薬の無いように一人ひとり手に載せ
職員が名前、日付、いつを声に出して見守りしなが
ら服用していただいています。また内服薬の理解が
出来るように話し合いをもって把握に努めていま
す。

生活歴から好きな事、得意な事を見つけていきま
す。お手伝い、制作、音楽等色々な場や機会をつく
るよう支援しています。全員参加できる機会も提供
しています。

散歩、外気浴をしたり、年に数回、バスハイクや地
域の催しなど外出の機会を実施したり、ご家族との
外出も支援しています。

天気の良い日には事業所の前を散歩したり、駐車ス
ペースを利用した外気浴を行っています。ホームが
海に近いこともあり、夏は砂浜を歩くなど周りの環
境を生かした外出もしています。年に１回のバスハ
イクでは家族会にて行く場所を決め、利用者だけで
なく家族も参加した外出支援を行っています。今年
は利用者と家族、ホーム関係者で皇居へ行きまし
た。

今後の継続

現金を所持されている方はいません。金銭管理の真
似事を出来るようホーム内のショップでホーム金券
を使い買い物を楽しんでいます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

電話に取り次いでお話なさる方もおります。手紙を
受け取りご本人にお渡ししていますし手紙を出すと
きも支援しています。

大きな問題やトラブルはありません。清潔に心がけ
入居者の要望を受け入れながら季節感や生活憾が持
てるように工夫しています。リビングからの景色は
絶景で皆様とても喜ばれています、

共用空間は清潔に保たれ季節感を意識した装飾が施
され、利用者の作品や顔写真を掲示しています。
ホームの中に売店コーナーを作り、金券ごっこ（紙
で作ったお金）で利用者が生活用品や日持ちする飲
料、食料品などの買い物を楽しんでいます。施設長
は動線の確保にも重点をおき、効率良く介助ができ
るよう、日用品や什器の配置にも配慮したうえで利
用者が過ごしやすい空間を作っています。また、リ
ビングからは東京湾が一望でき富士山を眺めること
もできるので、オーシャンビューを活かして海側の
スペースは１８０度ガラス張りにすることで利用者
にも好評でやすらぎの空間になっています。

今後の継続

生活スペースはご本人の意思で過ごされます。共用
スペースやコーナーをリビング内に設けて自由に活
用されています。テーブルを囲みいすを配置し会話
が弾むようにしてあります。

入居時にご家族がそろえた物やご本人が大切にして
きた物、好みの写真、置物等飾ったりその人らしい
個性を出すように工夫と安全を考えて過ごしていた
だいています。

入居時にご家族や本人に慣れ親しんだ家具や思い出
の品を持ち込んで頂くよう説明しています。居室は
家族写真や本人が作った折り紙の作品、好きな物を
飾り、レイアウトは本人と家族が話し合って決めて
頂き、その人の個性を活かした空間になっていま
す。また、各居室の扉の窓にはステンドシールを貼
るなどおしゃれな演出がされています。

今後の継続

危険の無いように家具や備品を配置し、安全確保を
しています。床も家事作業をしやすいように動線を
よくしバリアフリーです。居室よりリビングに向か
う廊下は回廊になっていて、手すりが機能的に設置
され歩行訓練の為活用することも多いです。
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事業所 グループホーム観音崎

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 38
М様の認知症状が進み
出来る事が少なくなっ
た。

出来る事を見つけて一
つでもやってもらう。 ６ヵ月

2 43
Ｈ様は尿意や便意なく
失禁が多く見られ、精
神的に不穏になる。

排泄のリズムを掴み、
声掛けを行う。
不安をなくす。

6ヵ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

М様のペースに合わせ
職員側の決まりごとに
しない。М様らしい生
活をおくってもらう。

時間を決めてトイレ誘
導を行う。
声掛けを多くして散歩
等で心身的にリフレッ
シュしてもらう。

目　　標

茜

平成27年10月20日
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム観音崎

　　　　雅

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

ホームの理念はフロア入口に掲げられており、
職員に共有出来るようにしている。入居者様の
お一人おひとりの家庭環境を元にした生活リズ
ムに合わせて、地域の方々とも交流を持つサー
ビスが提供できるように、心掛けている。毎日
朝礼時に、唱和して、実践につなげている。

自治会に加入して、夏祭り等のイベントに地域
の方々をお招きしたり、近くの小学校から、運
動会に招待されたりと、交流の場が徐々に増え
てきている。

運営推進会議やホームでの行事に、民生委員の
方や地域の方に参加していただき、入居者様と
言葉を交わす機会を設けている。共有の時間を
持つことによって、理解が深まってきていると
感じる。

運営推進会議を定期的に実施し、現状報告、活
動内容等を報告している。相談、意見、要望を
伺うようにして、サービスの質の向上に努めて
いる。

保険者である市町村の担当者には常に連絡を取
り、事業所の実情を報告して、指導を仰ぎ、協
力関係を築くようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束はその方の尊厳を奪うということを、
施設長以下職員全員が理解して、入居者様全員
が自分の意志で行動できるように職員は支援し
ている。見守りと、観察を怠らないようにして
いる。

虐待に繋がる恐れのある行為や環境を作らない
ように心掛け、虐待防止に努めている。

研修、勉強会に参加し情報を共有して、職員間
の意識向上に努めている。

入居時に、施設長、ケアマネジャー立会いの
下、ご本人様、ご家族様に不安や疑問点をお聞
きする時間を十分にとり、理解、納得していた
だけるように十分な説明をしている。

家族会や行事などのご家族が集まる機会や、
日々面会に来られた時に意見、要望をお聞きす
る。入居者様とも積極的にコミュニケーション
を図り意見、要望をお聞きして、運営推進会議
の議題にあげて、サービスの質の向上に反映で
きるように努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

フロア会議を開き、職員の意見、要望、提案を
聞き、毎朝の朝礼で施設長に報告し、運営に反
映出来るようにしている。

職場環境を整えて、職員個々の向上心を高める
ように努めている。

新人研修やフロア内研修で知識、技術の向上に
努めている。また、自治体が開催している研修
に参加出来るようにしている。

地域包括支援センター会議、研修会に参加して
いる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人様が不安にならないように、ご
家族様から要望を伺った上で、ご本人様とコ
ミュニケーションを取ったり、行動や言動から
ニーズを読み取り、安心、安全に過ごしていた
だけるように、信頼関係を築いていくように努
めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族様が来訪された時には、日々の生活状況
や健康状態を伝え、また要望や心配事をお伺い
して、不安がないような信頼関係が築けるよう
に心掛けている。

ご本人様、ご家族様と十分に話して、それぞれ
のニーズを把握した上で、アセスメントを行い
支援するように努めている。

日常生活の中で、出来ることは手伝っていただ
き、出来ないことを支援することにより、役割
分担をして共同生活をしていると感じていただ
けるように心掛けている。

ご家族様が来訪時にホームでの日々の生活の様
子をお伝えして、毎日の生活を共に過ごして、
出来ないところを支援して、ご家族様と共に支
えていくという関係作りをしている。

ご家族様はもちろんのこと、ご友人やご近所の
方の訪問時に安心してお話が出来るような環境
作りに努めている。人との繋がりを大切にする
支援を行っている。
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価
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

掃除のお手伝いや食事の準備などを通して、入
居者様同士がお互いを支えあえるように職員が
配慮し、また多くの関わりを持てるように他フ
ロアに出向き交流が出来るようにしている。

退所されたご家族様で関係を続けたいと希望さ
れる方々には、イベントなどの案内を出してお
り、参加いただいている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居者様と積極的にコミュニケーションをとり
会話の中から一人ひとりの希望や、意向をくみ
取ることを心掛け、また、表情や仕草などから
も思いをくみ取れるよう、観察、見守りを怠ら
ないよう努めている。

ご本人様とはもちろんのこと、ご家族様ともコ
ミュニケーションを取り、今までの生活歴を把
握して生活環境を整えるように努めている。

お一人おひとりの生活リズムを大切にして、現
状の心身状況や残存能力を記録に残して、職員
全員で把握して情報を共有するようにしてい
る。
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実施状況 実施状況
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ご本人、ご家族、関係機関とのアセスメントを
した上で意見、要望に沿った介護計画を立て、
サービス提供をしている。日常的に、サービス
を提供している中で気づいたことを記録に残す
ようにしている。

バイタルチェック表にてバイタル、食事摂取
量、水分摂取量、排泄状況を記録した上で、
日々の様子をケース記録に記入して、職員間で
情報を共有して実践している。

ご本人の日々の生活の変化　ご家族様の状況な
どのニーズの変更に、既存のサービスに捉われ
ない多機能化にも柔軟に対応しいる。

今年も又、地元の走水神社へ奉納する竹林の竹
を分けていただき夏祭りとして『流しそうめ
ん』を楽しみました。当日、走水盆踊り保存会
の方々に来ていただき、入居者様と一緒に踊っ
ていただきました。入居者様やご家族様との交
流の場に出来るように支援している。

医療連携として月二回の主治医の往診がある。
また、緊急時はいつでも往診に来ていただける
体制が出来ている。電話相談にも応じていただ
け、必要であれば専門医の紹介もしていただけ
る体制も取っている。
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期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

一週間に一度、看護師に入居者様の日々の状況
を伝え、必要であれば主治医への連絡、報告が
される支援体制が出来ている。

入院時には治療、介護に必要な情報が提供でき
るようにしている。また、退院時にスムーズに
受け入れられるように、情報交換や相談が出来
るように関係機関との連携に努めている。

施設長、管理者、ケアマネジャー、主治医が同
席の上、ご家族様と重度化や終末期に向けた話
し合いをしている。

入居者様の急変や事故発生時に備えて、緊急対
応マニュアルをいつでも閲覧できる場所に置
き、職員の意識を高めるように努めている。

上記同様、緊急対応マニュアルにより意識を高
め、定期的な防災訓練を実施して、実践力を身
に付けるように心掛けている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者様の人格を尊重し、声掛け等尊敬の念を
持ちながら、丁寧な言葉使いや、対応に十分注
意している。職員同士の言葉使いにも注意し
て、尊厳とプライバシーの保護に努めている。

入居者様お一人おひとりに応じたお声掛けをし
て、ご本人の意思を尊重して、自己決定が出来
るように働きかけに努めている。

お一人おひとりの生活リズムを大切にして掃除
や食事のお手伝いやレクリエーションなど、皆
で楽しんで出来ることを大切にして、その人ら
しい豊かな暮らしが出来るような支援を心掛け
ている。

その人らしい身だしなみが出来るように、ご本
人が希望する洋服を着ていただけるように、出
来ないところは選ぶお手伝いをするように心掛
けている。

お一人おひとりの残存能力を把握した上で、料
理の下準備や盛り付け等を手伝っていただき、
食事中もお声掛けをして、入居者様同士や職員
との関係性を深める時間に出来るように努めて
いる。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食事形態や食事量、水分摂取量は、お一人おひ
とりの身体状況に合わせて摂取していただける
ように支援をしている。

起床時、毎食後、お一人おひとりの口腔状態の
確認を含めて、職員が見守り、お手伝いをし
て、義歯は洗浄消毒、保管している。

お一人おひとりの排泄のリズム、習慣、健康状
態を把握する為に個々に排泄表に記入して、仕
草や行動で見極め、時によってはお声掛け、誘
導するように心掛けている。

排便状況は排泄表に記入して、食物繊維の多い
食事、水分補給、運動の働きかけを、個々に応
じて支援ができるように努めている。

お一人おひとりの希望やタイミングを優先し
て、体調や身体状況に応じて入浴を楽しめるよ
うに、見守り、部分介助、全介助（リフト浴）
の支援している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

お一人おひとりの生活習慣や健康状態に応じ
て、居室の空調に注意し、寝具の清潔を保ち、
快適な安眠出来るように支援している。

服用している薬の目的、副作用を職員が理解し
て、誤薬が無いように名前、日付を確認しなが
ら、ご本人が服用するまで見守りしている。薬
の変更があった場合は、ケース記録に記入し
て、職員全員がわかるようにしている。

お一人おひとりの生活歴や力を知り、役割、楽
しみ、気分転換が出来るような、張合いや喜び
のある日々を過ごせるように、場や機会を作る
ように心掛けている。

お一人おひとりの希望や体調により毎日散歩、
外気浴を実施している。また、年に一回バスハ
イクを行ったり、地域の催しなどにも参加して
外出の機会を作っている。

入居者の方で金銭管理をされている（現金をお
持ち）方はいらっしゃらない。ホーム内の金券
を使い、ホームのショップにて買い物を楽しま
れている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

手紙のやりとりや、面会に来られないご家族や
親戚の方々の電話を取り次ぐ支援をしている。

生活感や季節を感じられるように、共用の空
間、特にリビングスペースは、季節が感じられ
る飾り付けをして、居心地よく過ごしていただ
けるような空間づくりを心掛けている。

入居者様お一人おひとりが思い思いの時間が過
ごせるように共用スペースの食卓やソファを配
置している。

使い慣れた家具やご本人が大切にしてきた物、
写真、置物などを持ち込んでいただき、ご本人
が居心地良く、その人らしく過ごせるように居
室つくりを支援している。

建物内部は危険の無いように家具や備品を配置
して安全を確保している。建物内の廊下が回廊
になっており、そこに手すりが機能的に配置さ
れている。歩行訓練や機能訓練の為に活用して
いる。
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事業所
グループホーム観音崎

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

6 33

認知症の重度化、身体機能
の低下がみられる中で、安
心安全な生活をして頂ける
よう、多様化する疾患への
対応、緊急時の連絡体制
を、職員全員で理解した上
で対応する。

ドクターや、看護師と、常
に連絡をとりながら、職員
全員が情報を共有し、一人
ひとりにあった、きめ細か
な対応が出来るようにす
る。

１２ヶ月

3 26
介護計画に沿って支援して
いるが、対応が常態化して
しまう。

支援内容の共有。重度化、
軽減に対する対応の柔軟さ
を持つ。チームケアの確立
を図る。

１２ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

施設内研修やフロア会議な
どによる情報の共有をし、
各人のモニタリングやバイ
タル票を活かし、状態の変
化に気づくようにする。

モニタリングを常にして、
状態の変化に合わせてカン
ファレンスを開き、その時
の状況に合わせたケアの実
施方法を考える。

雅

平成27年10月20日
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム観音崎

 ユニット名 　　　　汀

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

ホームの理念は玄関や各フロア入口に掲げられ
ており、毎朝の朝礼時に唱和し、職員に周知、
共有出来るようにしている。入居者様お一人お
ひとりの生活リズムに合わせたサービスが提供
出来るように、心掛けている。

自治会に加入して、町内の夏祭りや小学校の運
動会に参加したり、夏祭り等のイベントに地元
の盆踊り保存会の方々がご参加下さって、入居
者様の良い刺激になっている。

運営推進会議やホームでの行事に、民生委員の
方や地域の方に参加していただき、入居者様と
共に過ごす時間を通して、理解が深まってきて
いると感じる。

運営推進会議を定期的に実施し、相談・意見・
説明等をし、要望を伺うようにして、サービス
の向上に努めている。

保険者である市町村の担当者には常に連絡を取
り、事業所の実情を報告して、指導を仰ぎ、協
力関係を築くようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束はその方の尊厳を奪うということを、
施設長以下職員全員が理解して、入居者様全員
が自分の意志で行動できるように職員は支援し
ている。

虐待に繋がる恐れのある行為や環境を作らない
ように心掛けている。

研修、勉強会に参加し情報を共有して、職員間
の意識向上に努めている。

入居時に施設長、ケアマネジャー立会いの下、
ご本人様、ご家族様に不安や疑問点をお聞きし
て理解、納得していただけるように十分な説明
をしている。

家族会や行事などのご家族が集まる機会や、
日々面会に来られた時に意見、要望をお聞きし
て、運営推進会議の議題にあげて、サービス向
上に反映できるようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

毎朝、朝礼で意見交換をし、職員の意見、要
望、提案を施設長に報告をして、運営に反映出
来るようにしている。

職場環境を整えて、職員個々の向上心を高める
ように努めている。

新人研修やフロア内研修で知識、技術の向上に
努めている。また、自治体が開催している研修
に参加出来るようにしている。

地域包括支援センター会議、研修会に参加して
いる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人様が不安にならないように、ご
家族様から要望を伺った上で、ご本人様とコ
ミュニケーションを取ったり、行動や言動から
ニーズを読み取り、安心、安全に過ごしていた
だけるように、信頼関係を築いていくように努
めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族様が来訪された時には、日々の生活状況
や健康状態を伝え、また要望や心配事をお伺い
して、不安がないような信頼関係が築けるよう
に心掛けている。

ご本人様、ご家族様と十分に話して、それぞれ
のニーズを把握した上で、アセスメントを行い
支援するように努めている。

日常生活の中で、出来ることは手伝っていただ
き、出来ないことを支援することにより、役割
分担をして共同生活をしていると感じていただ
けるように心掛けている。

ご家族様が来訪時にホームでの日々の生活の様
子をお伝えして、毎日の生活を共に過ごして、
出来ないところを支援して、ご家族様と共に支
えていくという関係作りをしている。

ご家族様はもちろんのこと、ご友人やご近所の
方の訪問時に安心してお話が出来るような環境
作りに努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

掃除のお手伝いや食事の準備などを通して、入
居者様同士がお互いを支えあえるように職員が
配慮し、また多くの関わりを持てるように他フ
ロアに出向き交流が出来るようにしている。

退所されたご家族様で関係を続けたいと希望さ
れる方々には、イベントなどの案内を出してお
り、ご参加いただいている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

家庭的な雰囲気作りを心掛け、ご本人様との会
話の中から、希望や意向をくみ取り、また表情
や仕草などからも思いを把握するように努めて
いる。

ご本人様とはもちろんのこと、ご家族様ともコ
ミュニケーションを取り、今までの生活歴を把
握して生活環境を整えるように努めている。

お一人おひとりの生活リズムを大切にして、現
状の心身状況や残存能力を記録に残して、職員
全員で把握して情報を共有するようにしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ご本人、ご家族、関係機関とのアセスメントを
した上で意見、要望に沿った介護計画を立て、
サービスを提供している。サービスを提供して
いる中で気づいたことを記録に残すようにして
いる。

バイタルチェック表にてバイタル、食事摂取
量、水分摂取量、排泄状況を記録した上で、
日々の様子をケース記録に記入して、職員間で
情報を共有して実践している。

ご本人の日々の生活の変化　ご家族様の状況な
どのニーズの変更に、既存のサービスに捉われ
ない多機能化にも柔軟に対応しいる。

今年の夏祭りは、地元の走水神社のお祭りの為、奉
納される竹林の竹が分けていただけなくて、昨年の
竹を使用し、『流しそうめん』を楽しみました。毎
年来て下さる走水盆踊り保存会の方々に今年も来て
いただき、顔なじみもできて、入居者様と一緒に
踊っていただきました。入居者様やご家族様との交
流の場に出来るように支援している。

医療連携として月二回の主治医の往診がある。
また、緊急時はいつでも往診に来ていただける
体制が出来ている。電話相談にも応じていただ
け、必要であれば専門医の紹介もしていただけ
る体制も取っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

一週間に一度、看護師に入居者様の日々の状況
を伝え、必要であれば主治医への連絡、報告が
される支援体制が出来ている。

入院時には治療、介護に必要な情報が提供でき
るようにしている。また、退院時にスムーズに
受け入れられるように、情報交換や相談が出来
るように関係機関との連携に努めている。

施設長、管理者、ケアマネジャー、主治医が同
席の上、ご家族様と重度化や終末期に向けた話
し合いをしている。必要があれば、病院に出か
け、画像を見ながら医師の説明を家族と一緒に
受けたりすることもあります。

入居者様の急変や事故発生時に備えて、緊急対
応マニュアルをいつでも閲覧できる場所に置
き、職員の意識を高めるように努めている。

消防署の協力を得たり、、緊急対応マニュアル
により意識を高め、定期的な防災訓練を実施し
て、実践力を身に付けるように心掛けている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者様の人格を尊重し、職員同士の言葉使い
にも注意して、尊厳とプライバシーの保護に努
めている。

入居者様お一人おひとりに応じたお声掛けをし
て、ご本人の意思を尊重して、自己決定が出来
るように働きかけに努めている。

お一人おひとりの生活リズムを大切にして掃除
や食事のお手伝いやレクリエーションなど、皆
で楽しんで出来ることを大切にして、その人ら
しい豊かな暮らしが出来るような支援を心掛け
ている。

その人らしい身だしなみが出来るよう、ご本人
が希望する洋服を着ていただけるように、選ぶ
お手伝いをする。着替えも出来ないところを手
伝うよう心掛けている。

お一人おひとりの残存能力を把握した上で、料
理の下準備や盛り付け等を手伝っていただき、
職員と一緒に食卓を囲み、にぎやかに食事をし
ている。誕生会や行事などは特別料理で楽しん
でいる。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食事形態や食事量、水分摂取量は、お一人おひ
とりの身体状況に合わせて摂取していただける
ように支援をしている。

起床時、毎食後、お一人おひとりの口腔状態の
確認を含めて、職員が見守り、お手伝いをし
て、義歯は洗浄消毒、保管している。

お一人おひとりの排泄のリズム、習慣、健康状
態を把握する為、個々に排泄表を作成、記入
し、仕草や行動で見極め、時によってはお声掛
け、誘導をし、失敗の回数を減らすように努め
ている。

排便状況は排泄表に記入して、食物繊維の多い
食事、水分補給、運動の働きかけを、個々に応
じて支援ができるように努めている。

お一人おひとりの希望やタイミングを優先し
て、体調や身体状況に応じて入浴日の変更や拒
否の場合は時間をずらしたりして楽しめるよう
に工夫し、見守り、部分介助、全介助（リフト
浴）の支援している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

お一人おひとりの生活習慣や健康状態に応じ
て、居室の空調に注意し、寝具の清潔を保ち、
快適な安眠出来るように支援している。

服用している薬の目的、副作用を職員が理解し
て、誤薬が無いように名前、日付を確認しなが
ら、ご本人が服用するまで見守りしている。薬
の変更があった場合は、ケース記録に記入し
て、職員全員がわかるようにしている。

お一人おひとりの生活歴や力を知り、役割、楽
しみ、気分転換が出来るような、張合いや喜び
のある日々を過ごせるように、場や機会を作る
ように心掛けている。

近くの公園や海の桟橋への散歩に出かける。又
町内の催しなどにも参加したりして、外出の機
会を作っている。

入居者の方で金銭管理をされている（現金をお
持ち）方はいらっしゃらない。ホーム内の金券
を使い、ホームのショップにて買い物を楽しま
れている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

手紙のやりとりや、面会に来られないご家族や
親戚の方々の電話を取り次ぐ支援をしている。

生活感や季節を感じられるように、リヴィング
スペースは、季節が感じられる飾り付けをし
て、居心地よく過ごしていただけるような空間
づくりを心掛けている。リヴィングからは、１
８０度のオーシャンビューと富士山が眺められ
ます。

入居者様お一人おひとりが思い思いの時間が過
ごせるように共用スペースの食卓やソファを配
置している。

思い出のある物を持ち込んでいただき、落ち着
けるお部屋になるよう、ご家族と相談して工夫
している。

建物内部は危険の無いように家具や備品を配置
して安全を確保している。建物内の廊下が回廊
になっており、そこに手すりが機能的に配置さ
れている。歩行訓練や機能訓練の為に活用して
いる。
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事業所
グループホーム　観音崎

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 38
職員全員がホームの理念を
理解し、利用者の尊厳を大
切にする。

利用者の残存能力を引き出
し、できる事への自信を持
たせ、少しの事でも自立で
きる部分を増やす。

12ヶ月

2 35

近年の災害を考えると、火
災・地震・津波・土砂崩れ
などの様々な災害を想定し
た実践的訓練を実施し、地
域との連携や協力体制を構
築していかなければならな
い。

災害時には事業所単体では
避難は難しい。地域との協
力体制を築く。

12ヶ月

5

4 13

職員の能力に合わせて内部
研修やフロアでの個別指導
や面接での個別目標設定が
出来ていない。

職員のスキルアップ。 12ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

利用者への言葉の掛け方に
工夫し、利用者自身のやる
気を引き出すようにする。

地域の方々との防災訓練の
実施。

職員一人ひとりが個別目標
を設定して、都度自己評価
をして目標達成を目指し、
それぞれのスキルアップを
図る。

汀

平成27年10月20日
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